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　　　 CO2 　v3 帯にお けるCO2 − N2 混合気体の 吸収線形 の 隔翼 につ いて
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は じめ に

　4．3Fun付近 に存在する CO2　v3 帯の 高波数側は 、

N2の 連続吸収 が存 在する が 、リモ ー トセ ン シ ン

グ測定 にお い て 気温の導出 に用い られ て い る 。

　CO2 ・
’
3 帯の 高波数側 につ い て、吸収線の中心

か ら大き く

ng や line−mixing な ど

の 吸収特性の 把握は不十分で ある 。

far−wing に つ いて

　
一般 に Lorentz線形の 吸収係数 （kL

。，e ，t、）を

用い て 、それ と異なる吸収線形 に よる吸収係数

（k）を表現 するた めには、次の よ うな z−factor

と呼ばれ る補 正因子を導入 して 吸収 を表 す 。

　　　　　　　　 k＝ kL。， e，t，7．

　x− factor に は温度依存 性 の あ る こ とが Le

Doucen　et　aL によ り報告 されて い るが 、 これ ま

で 温度依存性に関する研 究例は 少ない 。 こ れ は

隔翼で の 吸収が 非常に小 さ いた め に 、 低温 下 で

高精度に z
−factor を決定する た め には 、温 度 可

変の 長光路 セル が必要となるためで ある。そ こ

で 本研究で は環 境研 が 開発 した温度可変長光路

セ ル を 用 い て CO2　v3 帯に お ける
rXv−factorの 温

度依存性 につ い て 研究を行 っ た 。 図 1は 200K

に お ける CO2　v3 帯の 吸収ス ペ ク トル の シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン結 果で あ る 。吸収 線形 と して Lorentz

線形 を用 い た場合 と z
−factor を導入 した ス ペ

ク トル が描か れ て い る 。 図か ら分 か る よ う に

Lorentz線形を用い た場合、透過率 に 大きい ず

れ を示す 。 他の 4 つ の ス ペ ク トル はそれ ぞれ 異

な る 7．
− factor［1−41を 用 い た 結 果 で あ る 。

rfactor の相 違によ りス ペ ク トル に明瞭な差

異が 見 られ るこ とが分か る。

　Lorentz線 形か らの ずれは Line−mlxing を用

いて 表す こ とも出来 る。こ の 方法で は Lorentz

線形 に補正項 を加 えて Lorentz線形か らの ずれ

を表す 。 本研究で は、x
− factorと 1ine−mixing

を用 いた そ れぞれの 場合に つ いて 透過率の比 較

を 行 う予定で あ る 。

応用

　CO2　v3 帯は リモ ー トセ ンシング測定 にお いて 対

流圏、成層 圏 に おける気温 の導出に 用い られ る 。

そ こ で X
−factorの 温度依存 性の知 見を得 るこ と

に よ りリモ
ー トセ ン シ ン グ測定の 気温 導出精度

向上 にっ なが るこ とが期待で きる。

　また far−wing の 影響が見 られる 吸収帯に は CO2

15岬 帯や 2，7岬 帯な どがあ り、4．3岬 帯far−wlng

の 吸収特性が他の 吸収帯の それ と相違する かを

検証 す るこ とも重要で ある。本報告で は主 と して

CO2とN2の 混合気体の実験 におけるVs 帯の 吸収線

形 とその 温度依存性 に つ い て述 べ る 。
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図 1CO2 　v3 帯の吸収ス ペ ク トル の シ ミ ュ レー
シ

　 ョ ン結 果 （CO2 ：76　torr，　N2：304　torr，　200K）
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